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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、以下の通りとなりました。 

経常収益は、貸出金利息及び貸倒引当金戻入益が減少したものの、有価証券利息配当金や株式等売却

益の増加により、前年同期比７億 36 百万円増加し、373 億 87 百万円となりました。 

経常費用は、営業経費が減少したものの、与信関係費用や国債等債券売却損の増加等により、前年同

期比 10 億 41 百万円増加し、290 億 58 百万円となりました。 

以上の結果、経常利益は、前年同期比３億４百万円減少し、83 億 29 百万円となりました。 

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比 43 百万円増加し、54 億 24 百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

調達面では、個人預金と法人預金の増加により譲渡性預金を含む預金が前連結会計年度末比 642 億円

増加し、２兆 5,354 億円となりました。 

運用面では、貸出金が前連結会計年度末比 145 億円増加し、１兆 4,658 億円となり、有価証券が前連

結会計年度末比 387 億円減少し、１兆 1,177 億円となりました。 

総資産は、前連結会計年度末比 852 億円増加し、２兆 8,663 億円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 27 年 11 月９日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結合会計

基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日。

以下「連結会計基準」という。）、及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成

25 年９月 13 日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、

支配が継続している場合の子会社に対する当行の持分変動による差額を資本剰余金として計上する

とともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。ま

た、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定に

よる取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に

反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支

配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行ってお

ります。 
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企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58-２項(４)、連結会計基準第 44-５

項(４)及び事業分離等会計基準第 57-４項(４)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連

結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

現金預け金 111,394 172,807

コールローン及び買入手形 - 45,000

買入金銭債権 1,755 1,963

商品有価証券 103 161

金銭の信託 3,855 3,847

有価証券 1,156,461 1,117,728

貸出金 1,451,251 1,465,818

外国為替 4,986 2,535

リース債権及びリース投資資産 14,128 14,151

その他資産 13,191 20,087

有形固定資産 35,766 34,948

無形固定資産 1,178 1,088

退職給付に係る資産 3 2

繰延税金資産 467 370

支払承諾見返 6,618 6,123

貸倒引当金 △20,035 △20,258

資産の部合計 2,781,126 2,866,378

負債の部

預金 2,390,941 2,395,669

譲渡性預金 80,242 139,734

コールマネー及び売渡手形 26,437 37,992

債券貸借取引受入担保金 49,958 58,784

借用金 35,108 35,962

外国為替 1,244 91

その他負債 23,195 22,640

役員賞与引当金 84 -

退職給付に係る負債 1,355 584

偶発損失引当金 183 177

睡眠預金払戻損失引当金 349 432

利息返還損失引当金 7 2

繰延税金負債 3,453 3,154

再評価に係る繰延税金負債 5,762 5,739

支払承諾 6,618 6,123

負債の部合計 2,624,942 2,707,091

純資産の部

資本金 24,404 24,404

資本剰余金 19,907 19,908

利益剰余金 75,396 79,326

自己株式 △669 △684

株主資本合計 119,039 122,954

その他有価証券評価差額金 21,740 20,768

繰延ヘッジ損益 △621 △875

土地再評価差額金 10,562 10,513

退職給付に係る調整累計額 218 62

その他の包括利益累計額合計 31,900 30,469

非支配株主持分 5,243 5,863

純資産の部合計 156,183 159,286

負債及び純資産の部合計 2,781,126 2,866,378
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

経常収益 36,651 37,387

資金運用収益 22,776 23,031

（うち貸出金利息） 14,946 14,627

（うち有価証券利息配当金） 7,685 8,218

役務取引等収益 5,413 5,443

その他業務収益 6,868 7,126

その他経常収益 1,592 1,786

経常費用 28,017 29,058

資金調達費用 1,480 1,828

（うち預金利息） 860 852

役務取引等費用 1,823 2,070

その他業務費用 696 1,151

営業経費 23,897 23,006

その他経常費用 119 1,002

経常利益 8,633 8,329

特別利益 - 29

固定資産処分益 - 29

特別損失 46 85

固定資産処分損 40 74

減損損失 5 11

税金等調整前四半期純利益 8,587 8,272

法人税、住民税及び事業税 1,790 1,784

法人税等調整額 715 427

法人税等合計 2,506 2,212

四半期純利益 6,081 6,060

非支配株主に帰属する四半期純利益 700 635

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,380 5,424
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 6,081 6,060

その他の包括利益 7,129 △1,381

その他有価証券評価差額金 7,459 △971

繰延ヘッジ損益 △193 △253

退職給付に係る調整額 △136 △155

四半期包括利益 13,210 4,678

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 12,509 4,042

非支配株主に係る四半期包括利益 701 636

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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１．損益の状況（単体）

（単位：百万円）

平成28年3月期
第3四半期

平成27年3月期
第3四半期比

平成27年3月期
第3四半期

平成28年3月期
通期業績予想

（参考）

23,970 △ 615 24,585

　 コア業務粗利益 23,705 △ 284 23,989

21,125 △ 90 21,215

2,669 △ 221 2,891

175 △ 303 478

うち国債等債券損益 △ 559 △ 988 428

17,682 △ 902 18,584

9,345 △ 159 9,505

7,438 △ 632 8,070

898 △ 110 1,008

6,288 287 6,001 7,300

6,022 617 5,405 6,800

① △ 662 △ 662 -

6,950 949 6,001 9,000

190 △ 1,388 1,579

758 474 283

② 1,361 1,353 7

③ 452 197 254

④ - △ 504 504

⑤ - △ 75 75

7,140 △ 439 7,580 9,200

△ 56 △ 10 △ 45

7,083 △ 450 7,534

1,523 △ 119 1,643

331 △ 375 706

1,854 △ 495 2,350

5,228 44 5,184 6,500

246 1,073 △ 827 0

 ※コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券損益－有価証券関係の金融派生商品損益

 ※コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益－有価証券関係の金融派生商品損益

（注）通期業績予想は、平成27年11月9日公表数値です。

　法人税等合計

　四半期純利益

　与信関係費用　①＋②－③－④－⑤

うち偶発損失引当金戻入益

　経常利益

　特別損益

　税引前四半期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

　業務純益

　臨時損益

うち株式等関係損益

うち不良債権処理額

うち償却債権取立益

うち貸倒引当金戻入益

人件費

物件費

税金

　業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

コア業務純益

　一般貸倒引当金繰入額

平成28年３月期　第３四半期決算補足説明資料

　業務粗利益

資金利益

役務取引等利益

その他業務利益

　経費（除く臨時処理分）

（1）業務粗利益 239億70百万円
業務粗利益は国債等債券損益が減少したこと等により前年同期比６億15百万円減少し、239億70百万円とな
りました。

（2）コア業務純益 60億22百万円
コア業務純益は業務粗利益が減少したものの経費が減少したことにより、前年同期比６億17百万円増加し、
60億22百万円となりました。

（3）経常利益 71億40百万円
経常利益はコア業務純益が増加したものの個別貸倒引当金純繰入額の増加を要因として不良債権処理額が
増加したことから、前年同期比４億39百万円減少し、71億40百万円となりました。

（4）第３四半期純利益 52億28百万円
当第３四半期純利益は前年同期比44百万円増加し、52億28百万円となりました。
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２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（単体）

(単位：億円、％) (参考) (単位：億円、％)

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

(注)１．上記の平成27年12月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定

　　　　する各債権のカテゴリー（以下、「開示区分」という。）により分類しております。

　　　　また、平成27年12月末の開示区分の金額は、平成27年12月末を基準日とする自己査定の債務者区分に基づく

　　　　残高を計上しております。

　　２．自己査定債務者区分との関係

　　　　　破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）

　　　　　危険債権（破綻懸念先の債権）

　　　　　要管理債権（要注意先のうち、３ヵ月以上延滞債権または貸出条件緩和債権に該当する債権）

　　３．上記記載計数は、部分直接償却実施後の計数であります。

３．時価のある有価証券の評価差額（単体）

　○評価差額

(単位：億円) (参考) (単位：億円)

評価差額 評価差額 評価差額

その他有価証券

株式

債券

その他

(注)１．各四半期末の「評価差額」及び「含み損益」は、それぞれ各四半期末時点の帳簿価額（償却原価法適用

　　　　後、減損処理後。）と時価との差額を計上しております。

　　２．なお、満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

(単位：億円) (参考) (単位：億円)

含み損益 含み損益 含み損益

260

178

474

29 38 35

平成27年12月末 平成26年12月末 平成27年3月末

合計(Ａ)

281

158

469

264

190

493

総与信(Ｃ)＝(Ａ)＋(Ｂ) 14,846 14,251 14,697

正常債権(Ｂ) 14,376 13,758 14,223

うち益 うち損 うち益 うち損

平成27年3月末

時価 時価 時価

平成27年12月末 平成26年12月末

323 310,329 304

比率(Ａ)／(Ｃ) 3.16 3.46 3.22

うち益 うち損

339 126 130 3 308 94

10,201 305 10,574 320311 6315 10

98 3

132 08,544 131

333 118 120 1

1,986 41 47 6

7,875 136

71 01,638 50 53 2

うち損 価額

137 0

1,696 70

8,382 159 159 0

平成27年12月末 平成26年12月末 平成27年3月末

帳簿 帳簿 帳簿

うち損

951 123 123 -    973 123 123

価額 うち益

満期保有目的の債券 967

価額 うち益

113 01130

うち益 うち損
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４．デリバティブ取引（単体）

（１）金利関連取引

(単位：億円) (参考) (単位：億円)

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

（２）通貨関連取引

(単位：億円) (参考) (単位：億円)

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

（３）株式関連取引

　　　該当事項はありません。

（４）債券関連取引

　　　該当事項はありません。

（５）商品関連取引

　　　該当事項はありません。

（６）その他

　　　該当事項はありません。

以　　上

評価損益

区
分

種　類
平成27年12月末 平成26年12月末

―

平成27年3月末

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価

―― ― ―

―

331

―

契約額等 時価 評価損益

― ―

金融
商品

取引所
通貨先物 ― ― ―

店頭

通貨スワップ ―

4

―

377 △ 21 △ 21 337

― ― ――

△ 11

合　計 4 △ 21

― ―

△ 11

△ 11

通貨オプション ― ― ― ― ――

為替予約 4

区
分

種　類
平成27年12月末 平成26年12月末

―

平成27年3月末

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

― ― ― ―
金融
商品

取引所
金利先物 ― ―

△ 5 0

― ― ―

店頭
金利スワップ 150 △ 3 0

― ― ― ―

0 150150 △ 6

― ―

合　計 0 0 0

その他 ― ― ―
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<<参考計数>>

預貸金残高の状況　(単体)

（1）預入者別預金残高 （単位：百万円）

平成27年12月末 平成27年3月末 平成26年12月末

平成27年3月末比 伸率 平成26年12月末比 伸率

預　金 ① 2,403,571 5,135 0.2% 48,354 2.1% 2,398,435 2,355,217

流動性預金 1,411,021 △ 29,912 △2.1% 33,243 2.4% 1,440,934 1,377,777

固定性預金 992,549 35,047 3.7% 15,110 1.5% 957,501 977,439

うち個人預金 ② 1,689,952 44,318 2.7% 36,274 2.2% 1,645,633 1,653,678

流動性預金 997,352 32,346 3.4% 23,535 2.4% 965,006 973,816

固定性預金 692,600 11,972 1.8% 12,738 1.9% 680,627 679,861

うち法人預金 571,535 11,656 2.1% 7,557 1.3% 559,878 563,977

流動性預金 367,182 7,214 2.0% 9,514 2.7% 359,968 357,667

固定性預金 204,352 4,442 2.2% △ 1,956 △0.9% 199,910 206,309

うち公金預金 136,470 △ 32,238 △19.1% 4,643 3.5% 168,709 131,827

流動性預金 42,200 △ 50,838 △54.6% 329 0.8% 93,038 41,870

固定性預金 94,270 18,599 24.6% 4,313 4.8% 75,671 89,957

譲渡性預金 ③ 139,734 59,491 74.1% △ 620 △0.4% 80,242 140,355

預金＋譲渡性預金 ①+③ 2,543,305 64,627 2.6% 47,733 1.9% 2,478,678 2,495,572

（2）個人向け預り資産残高 （単位：百万円）

平成27年12月末 平成27年3月末 平成26年12月末

平成27年3月末比 伸率 平成26年12月末比 伸率

個人向け預り資産残高 ④ 229,747 △ 18,594 △7.5% △ 28,193 △10.9% 248,342 257,941

投資信託残高 75,396 △ 5,722 △7.1% △ 4,068 △5.1% 81,118 79,464

生命保険残高 135,430 △ 2,940 △2.1% △ 5,649 △4.0% 138,370 141,080

公共債残高 18,920 △ 9,931 △34.4% △ 18,475 △49.4% 28,852 37,395

個人預金＋個人向け預り資産 ②+④ 1,919,700 25,724 1.4% 8,080 0.4% 1,893,976 1,911,619

（3）貸出金残高 （単位：百万円）

平成27年12月末 平成27年3月末 平成26年12月末

平成27年3月末比 伸率 平成26年12月末比 伸率

総貸出金 1,473,877 14,617 1.0% 59,611 4.2% 1,459,259 1,414,265

一般貸出金 1,110,343 6,048 0.5% 43,426 4.1% 1,104,294 1,066,916

個人ローン 363,534 8,568 2.4% 16,185 4.7% 354,965 347,349

個人ローン比率 24.7% 0.4% 0.1% 24.3% 24.6%
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